
 

 

 

 

令和８年７月３日 

保護者の皆さま 

白馬中学校運動着検討委員会 

 

白馬中学校の運動着・スクールバックの変更について 

 

 仲夏の候、保護者の皆さまには益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。 

さて、現在使われている運動着とスクールバックについて、変更に向けて周知と検討を行ってき

ました。運動着に関しては、動きやすさや活用状況、スクールバックについては現行バックの価格の

改定（値上がり）と、使い勝手の良さや高校進学時まで使用できるデザインや経済的負担の軽減など

を考慮し、変更への時期に来ていると判断いたしました。 

検討委員会では、昨年の秋に実施した任意のアンケート（対象：生徒と保護者）を踏まえ、移行期

間を設けた上で、令和９年度より新しい運動着とスクールバックを導入すること、また、アンケー

トの結果をもとに検討を重ね、運動着が決定しましたのでお知らせいたします。 

つきましては、これまでの経緯および今後の流れについてお伝えいたします。 

 

記 

１ これまでの経緯と今後の流れ 

（１） 運動着・スクールバックの導入について 

・アンケート結果 令和７年１１月、令和８年３月・６月実施  

（対象：当時の生徒含め、１～３年生、保護者）を参考に、移行期間を設けた上で、令和９ 

年度より新運動着・スクールバックを導入する。 

   

 （２）移行期間 

   ①現中学１年生、２年生は、卒業まで現行運動着（買い替え時は新しい運動着）とする。 

   ②令和９年度の新入生からお下がりの使用がない場合、３年間新しい運動着となる。 

  ③お下がりで現行の運動着を着用することは可。そのため移行期を設けるが、完了時期は 

    特に定めない。ただし、令和９年度より現行の運動着の販売はなくなる。 

    ※家族間、親戚、知り合い等から現行の運動着のお下がりがあり、それを使用することも 

考えられるといった理由から完了年度は設けない。 

 

   ＜移行へのイメージ＞ 例は運動着ですが、スクールバックも同様とお考えください。 

                          （＊現行運動着）お下がりを指す 

入学年度 検討・移行期間 中学１年生 中学２年生 中学３年生 

令和８年度 新制服検討・導入準備 現行運動着 現行運動着 現行運動着 

令和９年度 

（現小６入学） 

移行期間 

 

段階的に 

新運動着へ 

移行していく 

新運動着 

＊現行運動着 
現行運動着 現行運動着 

令和１０年度 

（現小５入学） 
新運動着 

（＊現行運動着） 
新運動着 

（＊現行運動着） 
現行運動着 

令和１１年度 

（現小４入学） 
新運動着 

新運動着 
（＊現行運動着） 

新運動着 
（＊現行運動着） 

令和１２年度 

（現小３入学） 
新運動着 新運動着 

新運動着 
（＊現行運動着） 

令和１３年度 

（現小２入学） 
新運動着 新運動着 新運動着 



 

 

 

 

（３）新運動着・スクールバックへ変更することを決定した要因となったもの 

（普段からの生徒の声や業者の方の話、アンケートを参考） 

 ＜運動着＞ 

＜スクールバック＞ 

 

２ 今後の流れ＜主なスケジュール＞ 

～10月 業者、学校運営委委員、職員会議で相談、検討。全校へ周知。 

Ｒ７ 

10月～ 

教育委員会、ＰＴＡ会長、常

任委員へ相談・連絡。 

新運動着４点・スクールバッ

ク２点の展示 

〇周知を兼ねやまびこホールに展示。簡易的な任意

のアンケートを実施。（保護者：１１月の学校開放

日に任意でアンケートの回答をいただく） 

Ｒ８ 

３月 

アンケートⅡの実施 

対象：現２年～３年生徒 

〇生徒・保護者から再度アンケートⅡを取り、意見

をまとめる。学校開放日で展示。 

４月 検討委員会 〇アンケートⅡの結果等や価格を参考に検討。 

５月 
アンケートⅢの実施 

対象：新１年 

〇アンケートⅢをとり、その結果と価格等を考慮

し、採用するものを決める。 

６月 
新しい運動着・スクールバッ

ク決定と決定案内 

〇アンケート結果と、教育委員会、ＰＴＡ役員、 

学校職員に決定連絡。保護者宛に、令和９年度 

からの新運動着とスクールバックの決定について通

知を配布。 

７月 
新運動着、バック、アンケート結果をＨＰに掲載 

懇談会期間中にやまびこホールに展示 

１２月 R９入学説明開・制服注文会 
〇入学説明会に合わせ、制服、新しい運動着、スク

ールバックの注文会開催 

３ R９採用運動着・スクールバック（決定） 

 （１）採用される運動着、スクールバックについては本校の HP をご覧ください。 

 （２）スクールバックについては、生徒と保護者のご意見を参考に 

検討し、選択制といたしました。 

  

① 機能面の向上 ② 動きやすさへの対応 

現行の運動着より生地の質が向上され、速乾

性など機能の向上がされている。 

程よい厚さの生地で、学習活動に対応ができ

るよう、動きやすさの配慮がされている。 

③ 経済面への対応 ④ デザインと多様性への対応 

機能面や耐久性の向上がされても、価格は現

行運動着の価格より安いかほぼ変わらない。 

 

注：激しい摩擦はその限りでない 

動きやすさだけでなく、落ち着いた色と現代 

的なデザインで、見た目を気にする多感な時 

期でも対応ができるデザイン性も兼ね備え 

ている。 

① 経済性への対応 

耐久性があり、メンテナンスの負担がかからないことに加え、価格についても現行価格より 

安くなる。                 （注：激しい摩擦はその限りでない） 

②収納力・デザインのよさ 

タブレット入れなど現代にあった教育用品などが仕分けして収納でき、運動着を入れる容量

も備えている。また、中学校限定のデザインではなく、ベーシックな色と形で流行に左右され

ず高校進学時も使えるデザインである。（経済的負担の軽減にもつながる） 

白馬中学校  

担当：田原・丸山保 

TEL 0261-72-2026  


